
社
会
福
祉
法
人
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
金
成
支
所

〒
９
８
９
ｌ
５
１
７
１ 

栗
原
市
金
成
沢
辺
町
沖
２
０
０
番
地
　
℡
０
２
２
８
ｌ
42
ｌ
１
２
４
８
　
℻
０
２
２
８
ｌ
42
ｌ
２
９
５
９

令
和
５
年
２
月
１
日

発
行

86
第

号

●
編
集
と
発
行
●

金
成
支
所
だ
よ
り

金
成
支
所
だ
よ
り

栗
原
市
社
協

社
協
金
成
支
所
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
の
貸
出
を
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
用
具
は
、『
空
と
ぶ
お
手
玉

カ
ー
リ
ン
グ
』
で
す
。
こ
の
用
具
は
、

菅
原
晴
夫
様(

梨
崎
下
沢
辺
地
区

)

が
考
案
し
作
成
し
た
も
の
で
、
目
標

と
す
る
的
（
ハ
ウ
ス
）
を
目
掛
け
て

お
手
玉
を
投
げ
、
点
数
を
競
い
ま
す
。

投
げ
た
お
手
玉
が
空
中
を
舞
う
の
で

「
空
飛
ぶ
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
区
活
動
等
で
ご
利
用
の
際
は
、

金
成
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
か
ら
栗
原
市
内
一
斉
に

歳
末
見
守
り
ひ
と
声
運
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
会
う
機
会
が

減
る
中
、
民
生
委
員
さ
ん
が
「
こ

ん
に
ち
は
」
と
明
る
い
声
で
地
域

の
高
齢
者
の
方
々
を
訪
問
し
、
会

話
を
通
じ
て
見
守
り
を
行
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

訪
問
先
の
お
茶
の
間
や
、
庭
先

か
ら
は
温
か
い
笑
顔
や
言
葉
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
は
、「
久
し
ぶ
り

に
話
語
り
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
。」

「
皆
に
支
え
ら
れ
て
嬉
し
い
ち
ゃ

ね
。」
な
ど
話
さ
れ
て
お
り
、
地
域

の
温
か
い
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

11
月
３
日(

木)

「
こ
れ
か
ら
も
　
地
域
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
金
成

や
す
ら
ぎ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
金
成
小
中
学
校
吹
奏
楽

部
に
よ
る
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
金
成
小
中
学

校
生
よ
り
作
文
発
表
や
、
福
祉
委
員
会
の
活

動
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
文
で
は
、
介
護
者
家
族
の
見
守
り
の
大

事
さ
や
、
福
祉
委
員
と
な
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
福
祉
に
つ
い
て
調
べ
て
学
ん
だ
こ
と
を
発

表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
中
学
校
の
発
表
の
後
に
は
、
ウ
ェ
ザ
ー

ハ
ー
ト
災
害
福
祉
事
務
所
　
千
川
原
公
彦
様

を
講
師
に
迎
え
、
「
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
地
域
を

知
ろ
う
～
安
心
・
安
全
な
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
～
」
と
題
し
、
講
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
災
害
支
援
も
地
産
地

消
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
普
段
か
ら
の
地

域
と
の
つ
な
が
り
が
大
事
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
感
じ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
方
に
ご
協
力
、
ご
賛
同
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

金成支部事業（会費充当事業）

令和４年度 金成福祉のつどい開催

新しいレクリエーション用具
増えました！

地域支援事業（歳末たすけあい募金配分事業）

歳末見守りひと声運動

手作りで温かみのあるレクリエーション
用具です♪

この広報紙は、共同募金の配分金により発行しております。



下
片
馬
合
地
区
社
協
　

会
長
　
小
野
寺
　
哲
郎
　

　
今
回
制
作
し
た
基
本
デ
ー
タ
を
、
早
速
地

元
消
防
団
の
公
報
等
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
様
の
関
心
の
大
き
さ
に
感
激
し

て
お
り
ま
す
。

金
成
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
10
月
28
日
・
29
日
の
２

日
間
、
一
関
市
厳
美
渓
へ
紅
葉
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
て
き
ま
し

た
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
行
動
制
限
も
あ
り
外
出
行
事
が

で
き
な
か
っ
た
分
、
今
年
は
参
加
さ
れ
た
利
用
者
様
か
ら
は
、

「
ド
ラ
イ
ブ
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
え
て
気
分
転
換
出
来
た

ね
ー
。
」
と
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
図
れ
る
よ
う
な
企
画
を

考
え
、
楽
し
い
時
間
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
迫
地
区
社
協
　

会
長
　
千
葉
　
　
　
茂
　

　
約
10
年
ぶ
り
に
ま
っ
ぷ
を
更
新
し
ま
し
た

が
、
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
改
め
て

年
月
の
経
過
を
感
じ
ま
し
た
。

総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ
【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

　
生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区
行
事
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
金
成
や
す
ら
ぎ
セ
ン
タ
ー

◆
電
話
相
談

開

設

日 

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

開
設
時
間 

８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》 
栗
原
市
社
協
金
成
支
所
　
電
話
：
42-

１
２
４
８

開

設

日

開
設
時
間

13
時
30
分
～

15
時
30
分

９
時
30
分
～

11
時
30
分

２
月
10
日（
金
）

３
月
10
日（
金
）

２
月
24
日（
金
）

３
月
24
日（
金
）

◆◆福祉防災まっぷ作成事業◆◆ （社協会費充当事業） 

現地踏査を行った後、まっぷ作りを通じて、改めて危険箇所を再確認するととも

に地域の実情を把握することができ、防災への意識が高まる機会となりました。

小
迫
地
区
（フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

）

11
月
26
日
実
施 

下
片
馬
合
地
区
（新
規
） 

10
月
29
日
実
施 

手柄の大堤、過去の土砂崩れ箇所、
防火水槽がある場所などを現地踏査。

アドバイザー菅原昭一氏から根岸地
区の「黄色の旗」の取り組みを紹介
いただきました。

「ドライブ、サイコーだね。」

「紅葉、鮮やかだなぁ。」

重点的に急斜面や土石流警戒地域
になっている場所の現地踏査。

以前作成した情報をふりかえりなが
ら、地域の状況を確認しました。

◆金成デイサービスセンター◆

この広報紙は、共同募金の配分金により発行しております。


